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2023年ロータリ―国際大会が開かれるメルボルンは、

多様の文化が集まった魅力的な都市です。食、文化、

スポーツ、ショッピングなどオーストラリアの中心的な

街として知られています。 参加登録はお早めに！ 





ガバナー メッセージ 

ガバナー 森本 芳宣 

水と衛生月間に寄せて 

 

 国連が3月22日を「世界水の日」と定め、水がとても大切であ

ること、きれいで安全な水を使えるようにすることの重要性につ

いて、世界中の人々と一緒に考えるための日とされています。 
 

 

  ロータリーでも「水と衛生」は 

    7つの重点分野の中の1つです。 

 

 日本においては、水は安全が常識で水道水を普通に飲んでいます。そんな中、ちょっ

と前になりますが、令和3年10月3日 和歌山市六十谷において、鳥の糞尿の原因で紀ノ

川にかかる水道橋のつり下げ部分が腐食し落橋するという事故が発生し、紀ノ川右岸の

6万戸（13.8万人）で断水が発生しました。 

 和歌山市において各地に支援を要請し、飲料用水運搬用の散水車の手配、ペットボト

ル等による飲料水の支援を受けました。その後、水管をとなりの橋に仮設し現在では復

旧しています。 

 

 その際感じたのは、生活の中で水の大切さをあまり感じていなかったところ、突然和

歌山市の40％の人が生活用の水に困り、私の身内、知人においても入浴とか水を確保す

るため紀ノ川対岸にポリ容器をもって出かけていました。 

水を大量に使う会社においても影響が大きくでました。 

 

 「水」の重要性を再認識する機会を与えられたと感じました。 

   

「行動し、実践することにより、“ロータリーの輪”を広げよう」 

地区スローガン 

https://www.jica.go.jp/nantokashinakya/sekatopix/article089/index.html


 人びとが安全な水を持続的に利用できるよう
にするために、ロータリーが新たな方法で挑む 

 安全な水、衛生施設や衛生リソースの不足は、
世界で最も大きな保健問題の一つです。これは
また、解決が最も難しい問題でもあります。 

 ロータリーはこれまで何十年にもわたり、井戸
を掘り、配管工事を行い、浄水設備を整え、流し
台やトイレを設置するなどして、人びとが安全な
水を利用できるよう支援してきました。しかし最
大の課題は、このような設備が整えられた後に
あります。それは、はじめにプロジェクトが成功し
てもゆくゆくは失敗に終わるケースゆくゆくは
失敗に終わるケースが頻繁にあるからです。 

 アフリカ、南米、南アジアの一部では、まるで持
続不可能となった奉仕プロジェクトの証とでもい
うように、錆びた給水ポンプや老朽化した衛生施
設があちこちに見られます。独立して調査を行っ
た「Aguaconsult」社による2013年の報告では、
ロータリーが実施したプロジェクトでのこのよう
な問題が取り上げられました。また、より効果的
なプロジェクトを計画する上での持続可能性の
重要性にも触れられています。 

 ロータリーがここ数年、活動の焦点を教育、協
力、持続可能性に転換したのもこれが一つの理
由となっています。 

 ロータリーの水
と衛生プログラム
である「WASHプロ
グラム」は、より効
果的で持続的な変
化をもたらしてい
ます。過去には、設
備や施設が適切に設置され、人びとからも良い
反応がありましたが、地元住民の当事者意識、教
育、持続可能性が欠けていたことがありました。
また多くの場合、 地域社会が自立して長期的に
プロジェクトを管理するのに十分な支援がありま
せんでした。持続可能性の障壁の一つは、人的支
援への継続的なニーズです。 

地域社会のかかわりと当事者意識 

 プロジェクト成功のカギは、補助的なリソース、
資金、技術、人脈、文化に関する知識といった専
門知識を提供する団体との協力にかかっています。 

水と衛生に関する教育指導 

 衛生施設の設置だけでは、WASHプロジェクトの
長期的な成功は望めません。健康的な習慣を定
着させることも重要です。適切な衛生習慣によっ
て、コレラ、赤痢、肺炎などの病気を50パーセント
近く減らすことができます。石鹸を使った手洗い
だけで命を救うことができるのです。 

 安全な水と衛生設備の利用は、すべての人がもつべき権利。なのに、汚染水で病気になる
人や命を落とす人が後を絶ちません。未来を担うはずの子どもたちは、水汲みなどの労働に
よって学校に通えず、つらい境遇を強いられています。 

 私たちの活動は、井戸を掘るだけではありません。安全な水と衛生設備を提供した上で、
衛生や伝染病予防に関する教育も行うことで、コミュニティ全体の生活を改善し、子どもの
通学率を高めています。 会員の世界的ネットワークを通じて、世界各地の人びとと協力して
教員研修やカリキュラム作成を行うだけでなく、家庭と学校の水・衛生設備の改善を通じて、
子ども（特に女子）への教育を改善しています。 

水と衛生への新たなアプローチ 



 国際大会の開会式が行われる２０２３年５月２８日（日）に恒例の「日本人親善朝食会」を開催いたします。
ジェニファー・ジョーンズ会長のスピーチを予定しています。また、次年度のゴードン・マッキナリー会長エレク
ト（スコットランド）等VIP にもご出席要請をする予定です。 皆様お誘い合わせの上、大勢のご参加をお待ち
申し上げております。なお、先着順５００名で締め切らせていただきますので、お早目のお申し込みを！ 

申し込み 

https://forms.gle/K4Ah7mXBNuTMJiXW8                  
メルボルンシティーガイドの動
画です。参考にして下さい。 

https://forms.gle/K4Ah7mXBNuTMJiXW8


【RIニュース】 

 ロータリー財団
は、極めて大きな
ニーズに直面して
いるパキスタンと
ウクライナを支援
するための二つの
新たな基金を設置
しました。パキスタ
ンで甚大な被害を
及ぼした大洪水と
ウクライナでの戦
争によってもたら
された人道的危機に対応することを目的としてい
ます。ロータリー会員が主導する救援活動を支援す
るために、直接ご寄付いただけます。 

 寄付は2023年12月31日まで受け付けています。
地区は、2024年6月30日まで（または資金がなくな
るまで）、補助金を申請することができます。2024
年6月30日までに使用されなかった資金は、一般的
な災害救援基金に移され、世界中の災害救援のた
めに利用できるようになります。 

寄付の方法 

 オンラインでの寄付、寄付送金明細書の送付、地
区財団活動資金（DDF）を寄贈することでこれらの
基金を支援できます： 

・オンライン寄付 ： my.rotary.org/ja/donate 

・銀行振込によるご寄付。寄付送金明細書の寄付分
類は"その他（パキスタン洪水救援基金）"または"そ
の他（ウクライナ救援基金）"とご指定ください。 

・地区財団活動資金（DDF）の寄贈：DDF寄贈フォーム
に記入 

これらの基金のための募金方法（日本ではまだご
利用いただけません） 

 パキスタン洪水救援基金またはウクライナ救援基
金のために、どなたでもRaise for Rotaryでファン・
ドレイジングを行うことができますが、以下の点に
ご留意ください。 

・Raise for Rotary は現在、英語のみとなっており、
オーストラリア、カナダ、米ドルを受け付けています。 

・Raise for Rotaryで集まったパキスタン洪水救援
基金またはウクライナ救援基金のための寄付は、
寄付認証の対象となります（以下を参照）。 

・FacebookやGoFundMeといった外部の募金プラット
フォームでは、これらの特定の基金に寄付すること
はできず、財団による寄付認証の対象となりません。 

寄付の認証方法 

パキスタン洪水救援基金とウクライナ救援基金への
寄付の認証： 

・寄付者の累積寄付額の合計に加算される 

・ポール・ハリス・フェロー、ポール・ハリス・ソサエ
ティ、メジャードナー、アーチ・クランフ・ソ・サエティ
の認証の対象となる 

・クラブによる「100%財団寄付クラブ」バナー認証の
対象額に加算される 

・対象外：クラブの年次基金寄付、一人当たりの寄
付、シェアの計算、DDFの算出 

災害救援補助金の申請方法 

 ウクライナを支援するために補助金を申請する
場合、地区ガバナーと地区ロータリー財団委員長が
ウクライナのためのロータリー災害救援補助金申請
書に記入し、grants@rotary.orgに提出する必要が
あります。 

 また、ウクライナのための災害救援補助金につい
ては、以下の点にご留意ください： 

・第2232地区（ベラルーシとウクライナ）は、それぞ
れ10万米ドルまでの未完了の補助金を、同時に3件
まで保持できます。 

・ウクライナと国境を接する地区は、10万米ドルまで
の未完了の補助金を1件保持できます。 

・ウクライナ外ならびにウクライナと国境を接してお
らず、この戦争による難民やそのほかの被災者を
支援したい地区は、25,000米ドルまで の未完了の
補助金1件を保持できます。 

・地区は、地元エリアでこれらの補助金を利用する
か、ウクライナおよびウクライナと国境を接する国
のクラブと協力して、それらの地域で行われる救援
活動を支援することができます。 

 パキスタン洪水を支援するために補助金を申請
する場合、地区ガバナーと地区ロータリー財団委員
長がロータリー災害救援補助金申請書に記入し、
grants@rotary.orgに提出する必要があります。 

 また、パキスタン洪水のための災害救援補助金に
ついては、以下の点をご留意ください： 

・第3271地区と第3272地区（パキスタン）は、それぞ
れ5万米ドルまでの未完了の災害救援補助金を、同
時に2件まで保持できます。 

https://my.rotary.org/ja/trustees-establish-
targeted-funds-aid-pakistan-and-ukraine 

https://my.rotary.org/ja/donate
https://my.rotary.org/ja/trustees-establish-targeted-funds-aid-pakistan-and-ukraine
https://my.rotary.org/ja/trustees-establish-targeted-funds-aid-pakistan-and-ukraine


【RIニュース】 

 トルコとシリアでの甚大な震災状況を受け、ロータリー財団管理委員会は、現時点か
ら3月31日までに災害救援基金（一般）に寄せられたすべての寄付を、今回の地震の
被災者救援プロジェクト支援に使用することを決定しました。  

 2月6日にトルコとシリアを襲った壊滅的な地震では、数万人の死者が出ており、何千もの家屋や建
造物が倒壊し、冬の寒さの中で大勢の人が住む場所を失っています。 

 このような悲惨な状況を受け、世界中のロータリー会員が直ちに支援に乗り出しています。ジェニ
ファー・ジョーンズRI会長は、被災地と連絡を取りあって対応を開始し、被災地のガバナーが災害救
援補助金を申請するよう、またロータリーによる支援を広げるために現地での救援活動について情
報を提供するよう呼びかけました。 

 ロータリー財団管理委員会は、現時点から3月31日までにトルコ・シリア災害救援基金に寄せられた
すべての寄付を、今回の地震の被災者救援プロジェクトの支援に使用することを決定しました。管理
委員会はさらに、この地震で被災したロータリー地区が災害救援補助金を通じて125,000ドル以上を
利用できるようにしました。 

 ロータリーのプロジェクトのパートナーであるシェルターボックスも、被災地のニーズと対応方法
を調べるため、現地に緊急対応チームを派遣しました。このチームがロータリー地区のリーダーと連
絡を取り合っています。ロータリーの奉仕のパートナーであるハビタット・フォー・ヒューマニティ・イン
ターナショナルも現地での対応にあたっています。被災地への支援方法について多くのロータリー
会員から問い合わせが寄せられています。最も効果の高い支援方法は以下の通りです。 

・ トルコ、シリア災害救援基金に寄付する。ご寄付は、大きなニーズのある被災地でのクラブと地区
による救援・復興支援活動に役立てられます。基金の資金は、災害救援補助金を通じて被災地に支
給されます。災害救援基金のご寄付は、現金寄付と地区財団活動資金（DDF）で受け付けています。 

・ 現地での活動を支援する。クラブと地区による現地での救援・支援活動について情報が入りつつ
あり、ロータリーとしての支援方法について情報を提供していきます。支援をご希望の方は、現地
のロータリー会員と直接協力してこれらのプロジェクトをご支援いただけます。現地での救援活動
の情報を公開したい場合は、relief@rotary.orgまでご連絡ください。 

 

ロータリーは支援活動の各段階をサポートします。 

１．即時の救援 災害発生直後に現地のクラブがパートナー団体と連携してボランティア活動や物資
供給を行います。 

２．短期的な支援 被災地の生活を立て直すため、世界中のクラブと地区が義援金や物資提供のか
たちで支援します。 

３．長期的な支援 ロータリークラブが被災地の復旧・復興プロジェクトを計画、実施します。 

※ 2640地区においても、近く義捐金を募ることを計画しています。 

https://my.rotary.org/ja/disaster-response-fund
https://www.rotary.org/ja/our-causes/disaster-response
mailto:relief@rotary.org


【RIニュース】 

 世界の農村地域に暮らす10億人近くの人々が、
最寄りの舗装道路から遠く離れたコミュニティに
住んでおり、生き残るために毎日何マイルも歩い
ています。徒歩で太陽と競争し、日常のタスクを
完了します。距離は、学校への通学、医療の提供、
市場への商品の配送、および繁栄に必要なその
他の重要なサービスの障壁となっています。 

 米国のロータリークラブでは、シカゴに拠点を
置く非営利団体World Bicycle Relief（WBR）と協
力して、アフリカや南米を中心とした世界各地域
からの要請に対応し、自転車プロジェクトに取り組
んでいます。 

 WBRは、2004年のインド洋大津波の後に、輸送
手段を提供するための緊急対応としてスリランカ
で設立されました。また、次のザンビアでのHIV/
AIDS危機に対応したプロジェクトでは、保健従事
者やさまざまな理由による脆弱世帯に自転車を
提供しました。そして、2005年の創立以来、アフリ
カを中心とした世界21カ国に68万4,000台以上
の自転車を配布してきました。 

 「自転車は、さまざまな機会にアクセスするた
めのツールとしては見落とされてきた存在」何十
億人もの人びとが、信頼性の高い交通手段を見
つけるのに苦労しています。自転車は非常に効率
的な方法です」WBRは、寄付された自転車を集め
世界中の子どもたちに配布するため、ロータリー
クラブが協力している団体の一つです。このプロ
ジェクトに参加したロータリアンからは「子どもた
ちと自転車は一心同体になれます。その手助け
ができるのが嬉しいです」の声。 

 信頼のおける自転車へのアクセスは、多くの家
庭が直面する、教育やあらゆるチャンスの前に立
ちはだかる困難を乗り越える手助けになります。
自転車があれば時間を節約し、学校に早く安全
に、より多くのエネルギーと集中力を持って来る
ことができます。 

 また、ロータリーは、自転車の修理、WBRが開発
した悪路に耐えられる頑丈な全地形対応自転車

（バッファロー）とその
導入支援、普及、供給
にも取り組んでいま
す。このバッファロー自
転車は重量23キログ
ラム、積載量 100キロ
グラム、でこぼこした
地形でも長距離を走

れる作りです。めったに故障せず、信頼性の高い
全天候型コースターブレーキを備え、簡単に修理
ができます。また、地元の地域社会に奉仕する
2,800名以上の機械工を養成し、ツールキットと予
備の部品提供など、メンテナンス体制も整備して
います。 

 自転車プロジェクトでは、子供たちの通学用の
ほか、教師にも提供しています。教師たちも学校
までの道のりに苦労しています。自転車の要請
は、米国でも頻繁に寄せられます。アフリカに関
する研究によると、自転車の利用により家庭の収
入は増えるとの結果が出ています。 

 コロンビアでは、支援を受けたマリエンジェル・
ロメロさんと彼女の家族が大きな計画を立てて
います。「私たちは今までと違う生き方を楽しめ
ることを期待しています」と彼女は言います。
「私の夢はアメリカに行って、音楽やダンス、ギ
ターを勉強することです。小さい頃から、歌うこ
とが大好きでした。今も教会で歌っています。い
つかたくさんの人の前で歌いたいです」。自転車
を持つことの利点はさらに広がります。彼女の父
親ホルヘさんは言います。「娘は一人でも自転車
で登下校できるので、私は朝の時間を仕事探し
に充てることができます。私たちは娘を信じてい
ます。彼女ならできます」 

 この要約記事は『Rotary』誌2023年2月号に掲
載されました。 

修理、確認するロータリアン 

https://worldbicyclerelief.org/
https://www.rotary.org/ja/pedaling-toward-prosperity?utm_campaign=&utm_medium=social&utm_profile=RotaryJapan,%E5%9B%BD%E9%9A%9B%E3%83%AD%E3%83%BC%E3%82%BF%E3%83%AA%E3%83%BC%EF%BC%8FRotary+Japan&utm_source=facebook,twitter&fbclid=IwAR1wUS2F3WzN0J-RX6YF7ibhH


【RIニュース】 

奉仕のリソースを紹介する新しいビデオを
使って会員の意欲を高めよう  

 クラブや地区のインパクトを高め、奉仕をより持続
可能なものとするためのプログラムとリソースを紹
介した新しい動画をご覧ください。9言語で発行され
るこの動画では、クラブがロータリー地域社会共同
隊、地区リソースネットワーク、ロータリー行動グルー
プ、ロータリーのパートナーと協力して、より大きな変
化を生み出す方法が紹介されています。クラブや地
区の会合、研修セミナー、その他の行事で動画を流
し、これらのリソースを活用し、インパクトを高めるこ
とを奨励しましょう。動画はソーシャルメディア、
ニュースレター、クラブや地区のウェブサイトにも掲
載できます。 

>> ブランドリソースセンターから動画をダウンロード 

>> これらのプログラムとリソースの詳細 

>> お問い合わせ（rotary.service@rotary.org） 

 

 

ロータリーの平和構築活動をご支援くだ
さい 

 平和はロータリーの使命の礎です。この重点分野
の奉仕プロジェクトを実施し、ロータリー平和フェロー
シップや奨学金を支援することで、貧困、差別、民族
間の対立、教育の欠如、資源の不平等など、紛争の根
本的な原因に取り組むロータリーの活動を支えるこ
とができます。2月の「平和構築・紛争予防月間」に、 
ロータリーの平和活動に関するパンフレット を参照
し、より安定した平和な世界を築くための方法を見つ
けてみましょう。 

 

 

ロータリー平和フェローシップ候補者を見
つける 

 2024年 ロータリー平
和フェローシップ の申請
書の受付が開始されまし
た。この情報を広め、次
世代の平和構築家を見

つけるためにご協力ください。 

地域社会で平和と開発に積極的に取り組んでいる人
をご存知の方は、世界各地のロータリー平和センター
のいずれかにおける修士号プログラムまたは専門能
力開発修了証プログラムで学ぶための全額奨学金を 
申請する よう奨励してください。また、そのような候
補者をご存知の場合、 紹介フォーム（英語のみ） で
情報をお寄せいただくこともできます。 

 

 

ロータリーのポッドキャストを使ってみよう 

 読む時間はないけれど、ロータリーのストーリーや
機会、プロジェクトの最新情報を知りたいという方は、
ロータリー雑誌の公式ポッドキャストをお聴きくださ
い。英語でご利用いただけるこのポッドキャストでは、
ロータリー雑誌やRotary Voicesブログからのストー
リーを紹介しています。最近紹介されたエピソードで
は、大規模プログラム補助金の最初の授与対象とし
て選ばれた「Partners for a Malaria-Free Zambia」
（マラリアのないザンビアのためのパートナー）プロ
グラムを取り上げています。マラリアと闘うために地
域社会で活動するロータリアンとのインタビューや、
マラリアに関する情報をお聴きください。 Apple Pod-
casts 、 Amazon Music 、 Spotify などのアプリで
ポッドキャストを検索できます。 
 

2023年の国際平和会議にご参加ください 

 ロータリー平和フェローや会員のほか、学界、政府、
公共の安全、宗教、ビジネス、社会奉仕分野の専門家
が、社会の最も複雑な問題についてアイデアを交換
し、ソリューションを提案するための会合に参加しま
しょう。この 平和会議 は、5月4～6日、米国アラバマ
州バーミングハムにて、第6860地区（米国アラバマ
州）と、 Birmingham Civil Rights Institute および ア
ラバマ大学バーミンガム校人権研究所 との協力の
下で開催されます。 

シンポジウムは5月4日に開催され、ロータリー平和
フェローと会員のためのプログラムやネットワークづ
くりの機会が提供されます。また、シンポジウムの前
に開かれるオンライン会合シリーズにも参加できま
す。本行事の詳細は登録方法は、 2023年国際平和会
議のウェブサイト をご覧ください。 

つながり、協力、そして奉仕  

https://msgfocus.rotary.org/c/11EA2b8wmA5lmiDk3FFdzAzFGnOBI1
https://msgfocus.rotary.org/c/11EA2bCaWDY2KFmWvasTEKyH7c7puU
mailto:rotary.service@rotary.org
https://msgfocus.rotary.org/c/11EA2d38GPC8VLzNPERVUevLpD1ORz
https://msgfocus.rotary.org/c/11EA2gSnlkFK4HsLnDhmzwnWS7sfaF


【RIニュース】 

ロータリー財団年次基金についてもっと
知ろう 

 年次基金には、シェア、国際財団活動資金（WF）、
ロータリー重点分野を指定した寄付が含まれること
をご存知ですか。年次基金へのご寄付により、世界各
地に変化をもたらす補助金の授与が可能となります。
年次基金がいかにして人びとの人生を変え、持続可
能なプロジェクトを支えているかをご覧ください。 

大規模プログラム補助金の最新情報 

 大規模プログラム補助金の最初の受領プログラム
「Partners for a Malaria —  
Free Zambia （マラリアのな
いザンビアのためのパート
ナー）」は、380人の医療施設
スタッフを研修、支援してい
ます。現在までに、研修を受
けた2,500人のコミュニティ・
ヘルスワーカーがザンビア
の医療システムに追加され、
深刻な影響を受けている10の地区で効果的なマラリ
ア検査と治療が受けられるようになりました。このプ
ログラムの成果をこちらからお読みください。 

 「Rotary Voices」のポッドキャスト（英語）で、「マラリ
アのないザンビアのためのパートナー」についてお聞
きいただけます。最近のエピソードでは、マラリアと闘
うために地域社会で活動するロータリアンとのインタ
ビューや、マラリアに関する情報が紹介されていま
す。Apple Podcasts、Amazon Music、Spotifyなどのア
プリでポッドキャストを検索できます。 

 ザンビアでのマラリア根絶活動から学んだこと 
（英語の記事）について読み、ほかの疾病予防と治療
プロジェクトに応用することができます。この記事で
は、コミュニティヘルスワーカーの役割、人びとに治
療をもたらすこと重要性、テクノロジーの効果的な活

用について取り上げています。 

 2023年大規模プログラム補助金のコンセプトノート
（申請手続きの最初のステップ、8月が提出期限）の作
成には早めに取りかかりましょう。ウェビナー「大規模
プログラム補助金の選考審査：申請の留意点とヒント」
にぜひご登録ください。4月26日のシカゴ時間午前8
時（日本時間は同日午後10時）とシカゴ時間午後4時
（日本時間は翌27日午前6時、日本語通訳つき）に開
催されます。過去の受領プログラムの詳細および大
規模プログラム補助金ハンドブックとコンセプトノート
のテンプレートは、大規模プログラム補助金のページ
からご入手いただけます。 

補助金モデルの評価：3年目のレポート 

 最新の補助金モデル評価の結果が入手可能となり
ました。3年目のレポートには、グローバル補助金に対
する会員の参加状況と満足度、グローバル補助金を
サポートするための地区リソースの活用状況、プロ
ジェクトに関する各種データ収集の必要性、奨学金の
成果、グローバル補助金プロジェクトの持続可能性に
関する最新情報が含まれています。 

ヘルプデスク：医療設備プロジェクト 

 医療機器の提供を含むグローバル補助金プロジェ
クトを計画中の方は、最新版の「疾病予防と治療」グ
ローバル補助金 授与のガイドラインをご参照くださ
い。医療機器プロジェクトを申請する際には、取り組む
疾患を特定し、寄贈する機器が医療施設にとって適
切であるかどうかを説明し、施設が機器の操作とメン
テナンスをどのように行うか（交換部品の入手や長期
的財源の確保など）を示す必要があります。 

地区ロータリー財団委員長となるための
準備 

奨学生と職業研修チームメンバーのため
のコース（最新版） 

ロータリーの奉仕のリソースを紹介した新
しい動画 

ロータリー財団 

https://msgfocus.rotary.org/c/11FgTgfK5zXq5zA1PpbTrgpspUy4yn
https://msgfocus.rotary.org/c/11FgTiE0ZTmV3pg82TchR4kzzY45uO
https://msgfocus.rotary.org/c/11FgTiE0ZTmV3pg82TchR4kzzY45uO
https://msgfocus.rotary.org/c/11FgTj7FzXfCrLZKunZXWejB0MmThH
https://msgfocus.rotary.org/c/11FgTjBka18jQ8JmVSNE1oiCrAFH4A
https://msgfocus.rotary.org/c/11FgTk4YK511evsZnnBk6yhDSoYuRt
https://msgfocus.rotary.org/c/11FgTkyDk8TICScBOSp0bIgFjdhiEm
https://msgfocus.rotary.org/c/11FgTmtfEoqwcl95ARBIwmcL2suvNU
https://msgfocus.rotary.org/c/11FgTmWUesjdAHSI2mpoBwbMtgNjAN
https://msgfocus.rotary.org/c/11FgTnqyOwbUZ4CktRd4GGaNU567nG
https://msgfocus.rotary.org/c/11FgTnqyOwbUZ4CktRd4GGaNU567nG
https://msgfocus.rotary.org/c/11FgTqM8SXmOJDLFAkOPgO3XVLdJTT
https://msgfocus.rotary.org/c/11FgTqM8SXmOJDLFAkOPgO3XVLdJTT
https://msgfocus.rotary.org/c/11FgTrJs358dwneUtkqbr820NnPltF
https://msgfocus.rotary.org/c/11FgTsd6D90UUJYwUPdRwi12ec89gy
https://msgfocus.rotary.org/c/11FgTsd6D90UUJYwUPdRwi12ec89gy
https://msgfocus.rotary.org/c/11FgTsGLdcTCj6I9mk1xBs03F0qX3r
https://msgfocus.rotary.org/c/11FgTsGLdcTCj6I9mk1xBs03F0qX3r
https://msgfocus.rotary.org/c/11FgTfiqVsc1iQ6MWpAxgWrpyhWsYB
https://msgfocus.rotary.org/c/11FgTiampPudF2wvBooBLUly99LhHV


クラブ青少年交換関連委員長会議 

【地区活動報告】 

 2月5日に和歌山県JAビルにて、森本芳宣ガバナー、谷宗光ガバナーエレクト

ご臨席の許で「クラブ青少年交換関連委員長

会議」が開催されました。この会議の目的は、ク

ラブの委員長さんにご参加頂き、青少年交換プ

ログラムの魅力を知って頂き、2024-2025年度

の交換学生の募集を行って頂くことです。 

 2019年末から世界的に感染が拡大した新型コロナウイルス感染症によって、2020年春頃より青少

年交換プログラムを中断することを余儀なくされ、11月のRI理事会において青少年交換プログラム

の休止が決定されました。2022年の7月からは、条件付きで対面の青少年交換が再開されましたが、

当地区においては隔離等の水際対策が継続していたことより休止を継続、2023年夏より交換を再開

することになり、現在3名の派遣候補生が渡航準備を進めています。 

 2024-2025年度の派遣候補生の募集は、最大5名とし、締切日を

2023年6月30日（金）とします。派遣を希望する学生は、スポンサー

クラブになって頂ける最寄りのロータリークラブを通じて地区青少

年交換委員会に仮申請書を提出して頂きます。選考試験は、2023年

7月23日（日）を予定しており、英語の筆記試験・口頭試験と面接があ

ります。 

 今回のクラブ委員長会議には、過去に青少年交換を

経験されたOB・OGの組織ROTEXメンバーの大瀬ゆゆさん

と神前壱旗さんにも参加頂きまして、留学の体験談をお

話頂きました。年度は違うのですが、」お二人共にアメリ

カのミネソタ州への派遣を経験されています。お二人の

お話を聞いていると、共通していることは、部活等のス

ポーツを通じて人間関係を構築してコミュニケーション

力を高めていくことが、より充実した交換学生としての

生活を送る鍵になっているような気がしました。 

 ロータリーの交換学生は、「小さな親善大使」と呼ばれています。約1年間の海外生活を通じて、学

生さん自身が大きく成長することは勿論のこと、現地の人たちとの交流を通じて国際親善・相互理

解、そして世界平和に貢献するという大きなミッションを担っております。このような理念に基づき行

われている青少年交換プログラムに参画してみませんか？ 

地区青少年交換委員長 豊岡 敬  



 地区ローターアクト 

 

 2023年2月26日、堺（イオンモール北花田）、泉佐野（いこらも～る泉佐野）、御坊

（オークワロマンシティ御坊）において、献血事業を実施いたしました。 

 コロナ禍以降、輸血用血液は不足が続いており、例年アクトにて実施するこの献血事

業は以前にもまして、社会的に非常に意義のあるものとなっています。 

 さらに、本年は、1月29日に実施しました地区連絡協議会の際にも、日本赤十字社様

にご講演をいただき、献血を取り巻く昨今の状況や意義を再認識した上で事業に取り

組むことができたのではないかと考えております。 

 コロナ禍においては実施することが難しかった本事業を無事終えることができまし

たことに感謝いたします。 

 アクターの皆様におかれましても、本当にお疲れ様でした。 

 〇地区献血全体の受付人数：200人 

 〇地区献血全体の採決人数：177人 

  

ローターアクトの献血事業  

【地区活動報告】 



地区インターアクトクラブ 国内研修報告会 

【地区活動報告】 

 地区インターアクト委員長 渡辺 隆一 

 

 2023年2月19日（土）10:00～12:00の日程で、河内長野市駅前市民センター・ノバティホール

にて、国内研修報告会を開催しました。 

 報告会では、昨年の12月27日（水）～29日（金）に実施した宮城県気仙沼市および陸前高田

市での研修中に撮影された動画を鑑賞した後、「震災の教訓を未来へ」というテーマでグ

ループディスカッションが行われました。参加者は複数のグループに分かれ、それぞれが独自

の視点からディスカッションを行いました。ディスカッションの結果は、グループごとにまとめら

れ、発表されました。 

 このディスカッションでは、東日本大震災がもたらした被害や教訓について議論されまし

た。また、自然災害に備えるための取り組みや、地域や社会に貢献することの重要性につい

ても話し合われました。グループごとに異なる意見が出され、有意義なディスカッションが行

われました。 

 久しぶりの今回の国内研修の開催にあたり、改めまして、ご尽力いただきましたすべての

みなさまに深く感謝申し上げます。 

 写真提供 河内長野高野街道 安井 史郎 



 今月は、「平和構築と紛争予防月間」です。去

年の今頃、ロシアのウクライナ侵攻が始まりました。 

 2023−24年度ゴードン．R．マッキナリーRI会長

は、『世界に希望を生み出そう』と年度のテーマ

を発表なさいました。 

 私達は世界を平和をもたらし、紛争の影響を受

けた人々を癒し、破壊的な紛争から、世界を立ち

直れるよう希望を生み出さなくてはなりません。  

 谷ガバナーエレクトは 『思いやりあふれる！

明るく！元気なロータリー！』 スローガンを発

表されました。  

 地区チーム研修セミナーの目的は、次年度の

ガバナー補佐と地区委員長が就任に向けて準備

し、意欲を高められるようにすることです。 

 リーダーシップチームのメンバーが次年度の

準備を整えます。クラブをサポートする事への地

区リーダーのモチベーションを高めます。 

 地区チーム研修セミナーは、国際協議会後の 

2月に、実施することが推奨されています。2月26

日（日）、岸和田波きりホールの素晴らしい会議場

で、1人1テーブルとマイクで感染のリスクを避け、

時間通り進行されました。 

 参加者は、ガバナーエレクトが任命した、次年

度のガバナー補佐と地区委員長、副委員長です。  

 谷ガバナーエレクト

が、3年ぶりに開催され

た国際協議会の報告を

されました。 

 私は80枚ほどのパ

ワーポイントを使い、基

礎知識を振り返り、マイ

ロータリー登録からのリソースの紹介や、DLP（地

区リーダーシッププラン）から入り、このところ強

く重要視されているDEI（多様性、公平さ、インク

ルージョン）について、研修させて戴きました。 

 

 

 

2023−2024年度の研修 

 ガバナー補佐研修 

  地区チーム研修セミナー 

 会長エレクト研修セミナー（PETS） 

 地区研修・協議会 

  ●会員増強セミナー 

  ●公共イメージ向上セミナー 

  ●ロータリー財団セミナー 

  ●規定審議会報告会 

  ●新入会員研修会 

 昨今、会議の形が変わってきています。講義式

でなく、マイロータリーのリソースから勉強をし

て、RLI方式で、グループに分かれて話し合うの

です。私の研修も参加者の皆様との言葉のキャッ

チボールを大事に進めたいと思います。 

 3年近くに及んだ、新型コロナウィルス感染拡

大により、制限されていた奉仕活動も動き始めま

した。やがて訪れるコロナ終息後のロータリー

で、違うバックグランドを持つ会員が、同じフロ

アーに立ちDEIを推進します。 

 多様性、解放性のあるクラブの一員として、イ

ンパクトのある奉仕活動ができるよう、地区チー

ムの皆様は、ご尽力くださいますようお願い申し

上げます。 

地区チーム研修セミナー 

【地区活動報告】 

次年度地区研修リーダー 藤井 秀香 



第１３回 ロータリーカップ ２０２３ 

【クラブ活動報告】 

 河内長野東ロータリークラブ 

 当クラブでは、サッカーの練習に励む近隣小学生に、実際にプロサッカー選手が試合をす
るグラウンドで日頃の練習の成果を発揮してもらい、また、普段出来ない貴重な体験をしても
らうことを目的として、ロータリーカップを主催しています。 

 本年度は、令和５年２月４日（土）、セレッソ大阪の協力の下、ヤンマー
フィールド（長居）にて第１３回ロータリーカップ２０２３を主催しました。 
今年は、全９チーム総勢１４０名を超える選手が参加し、それぞれの
チームの交流戦を行いました。 

 選手は皆溌剌とプレーし、寒さを吹き飛ばす熱いゲームが繰り広げ
られ、観客席で観戦する家族の応援も熱が入るものとなりました。 ま
た、各チームがセレッソ大阪コーチ陣との交流戦を行い、プロの技術
を肌で感じる貴重な体験をすることも出来ました。 

 合計１３試合が行われましたが、いずれの試合も皆が笑顔でサッ
カーを楽しみ、それを見ている我々も自然と笑顔になる事が出来まし
た。 

 閉会式では、元プロサッカー選手の酒本憲幸氏、勝矢寿延氏から、
ワールドカップ出場
を夢見る選手達への
エールが送られ、選
手達は皆真剣でキラ
キラした目で話を聞
いていました。 

 本当にここから未来のワールドカップ出
場選手が出るかもしれません。 そんなこと
を思うとワクワクします。 



海南クリーンアップ作戦 

【クラブ活動報告】 

海南東、西ロータリークラブ 

 海南東ロータリークラブ（会長 中村 

俊之）、海南西ロータリークラブ（会長 河

野 孝）は、2月19日(日)、例会場の海南商

工会議所を基点に周辺道沿いを清掃。

ロータリーデーの活動として 「みんな

で、街をきれいにしましょう」 と道行く通

行車両、歩行者など、沿道の多くの市民に

無言でアピールしました  

 当日は、あいにくの雨模様。時間短縮で

開始しましたが、多くのゴミを回収することができました。日頃は比較的きれいな

感じですが、よく見ると隠れたゴミがあり、空き缶やペットボトル、タバコの吸殻など

を拾い集めました。  





「ロータリーが私たちにとって何を意味するに

せよ、世界は、その活動成果によってロータリー

を知るのです」 

      ロータリー創設者 ポール・ハリス 

 ロータリーは、一人のアメリカ人のビジョンによって始まりました。その人の名は、ポール･ハリス。シカゴで
弁護士として働いていたハリスが、世界初のロータリークラブ（シカゴ・ロータリークラブ）を設立したのは、
1905年2月23日。さまざまな分野の職業人が集まって知恵を寄せ合い、生涯にわたる友情を培うことので
きる場をつくることが、ハリスの夢でした。 

 設立以来、ロータリーは徐々に人道的奉仕にも活動を広げ、今ではさまざまな職業や文化をもつロータ
リー会員が日々、さまざまな課題を解決するために草の根の活動や国際的な取り組みを行っています。 







第3地域 コーディネーター補佐 

 橋岡 久太郎（佐倉中央RC） 

 第１地域のロータリーコーディネー
ター(RC)を拝命いたしております、
橋岡 久太郎 (RID2790:千葉県全域:
佐倉中央RC)と申します。 

  地域リーダー(RC・RRFC・RPIC・E/
MGA・EPNC)は、皆様方会員がロータ
リーの目標を支え、各地区内と世界
中の地域社会でインパクトをもたらす
ことができるよう、地区リーダーと協力して会員を支
援します。また、ロータリー研究会、ガバナーエレクト
研修セミナー(GETS）、地域・ゾーンの研修セミナー、
地区研修、その他の行事(情報研修会・IM)等に、ご依頼
頂ければ講演や研修者、進行役等を務めます。 

 特にRCは、既存クラブの支援と強化、および新クラ
ブと衛星クラブの設立を促進することで、ロータリー
の戦略計画を推進します。また、地区リーダーと連携
して、新クラブと衛星クラブの結成、ロータリープログ
ラムへの参加の促進、会員増強（入会・参加促進）を奨
励します。特にDEIをクラブレベルでご理解いただき、
浸透させていただくために特化したセミナー等を積
極的に推進して参ります。 

 今回は私の担当させて頂いております第1地域をご
紹介いたします。国内3地域の中でも担当地区数が14
地区と最も多く、北海道の2地区から千葉県までと広
い範囲になります。そのような地域を心強い3名の補
佐(ARC)の方々に其々の担当地区のお手伝いをお願
いしております。 

RID2500:北海道西部・RID2510:北海道東部・RID2530:
福島は、福井 啓悟ARCRID2830:青森・RID2540:秋田・
RID2520:岩手宮城・RID2800:山形・RID2560:新潟は、今
井 高志ARCRID2840:群馬・RID2550:栃木・RID2570:埼
玉西北・RID2770:埼玉南東・RID2790:千葉・RID2820:茨
城は、中里 公造ARC 

 私達コーディネーターとアドバイザーを知ってご活
用頂き、皆様方のロータリー活動をよりダイナミックで
充実したものにして頂ければ幸いに存じます。 

第3地域 公共イメージコーディネーター補佐 

 田中 久夫（高崎RC） 

 最近、「人が生きるために必要な
ものは？」という問いに出会いまし
た。建築家の安藤忠雄氏からの問い
掛けです。 

 ある人は一言、「それは“お金”で
ある」と言っていましたが、その昔、
小池百合子東京都知事は「それは
“希望”である」と宣言して、新党“希
望の党”を作り同士を集め国政選挙に打って出ました
（結果はあまり芳しいものではありませんでした
が…）。でも私は、「それは“感動”である」と信じてい
ます。 

 人は皆、何らかの職（しごと）を持ち、それを業（なり
わい）として生計を立てています。それが「職業」で
す。職業ですから、日常の職業従事がマンネリ化してき
てもそれを簡単に辞めるわけにはいきません。それを
継続するためには、何か「日常」（原因から生み出され
る結果が容易に予測できるもの）を超える「感動」（原
因と結果が容易に結びつかないもの）が必要になっ
てくるはずです。職業が楽しいと思えるためには、仕
事が達成した暁には予想もつかない感動があること
が必要なのです。 

 例えば、大変困難な仕事に直面しているとき、この
苦労を何のためにするのか？という疑問を持つこと
があります。でも、苦労はそれを乗り超えて成果を得
たときに初めて達成感（感動）を覚えるものです。簡単
な仕事ではつまりません。感動を求めて敢えて無理
難題にチャレンジするというところに職業従事の快感
があるのではないでしょうか。しかも、その快感はそ
の苦労に参画する者が多いほど倍加するという論理
は明白です。それは、私たちが昔読んでいた少年マン
ガの成功論理と同じです。少年マンガは、３つの要素
が織り込まれれば必ずヒットすると言われています。１
つは友情（仲間やライバルの存在）、１つは努力（目標
に向けて必死に頑張ること）、１つは勝利（目標の達
成）です。まるでロータリーです。 

 あるクラブを訪問したときのこと、そのクラブが次
年度○周年を迎えるという話題になりました。そのと
き、そのクラブの幹部で「準備が大変だから、式典は
簡素にしよう」と発言した人がいました。これはもった
いない話です。せっかくロータリーによって感動を得
ることが出来るのに、自らその機会を失うことになっ
てしまうからです。 

 ロータリー活動は多くの感動を得ることが出来る、
人生にとって貴重な快感体得活動です。ロータリーに
入って良かったと思える瞬間をたくさん手にしましょ
う。先憂後楽、そのためには若干の苦労はあるかもで
すけれども…。 

   【次ページへ】 



第3地域 財団地域コーディネーター補佐 

 伊藤 靖祐（江南RC） 

「変わりながら変わらない価値を創造する」 

 叶えたい未来を共に実現していくことがで
きるのがロータリーです。ロータリーのビジョ
ン声明に「人びとが手を取り合って行動する
世界をめざしています」とあるように共に行
動し実現できるのがロータリアンです。ビジョ
ン声明の英語原文が「Together,」から始まる
のは“共に”ということが強調されている証で
あり、ロータリー財団では一つひとつのご寄
付により共に世界中の地域社会を少しずつ変
えていくことができるということです。その
結果、ポリオ根絶という歴史をつくるカウント
ダウンが始まりました。世界の歴史や記憶は
新たな挑戦によってのみ更新され次の時代
に引き継がれます。すなわち、ロータリーは１１
８年を超えて変わりながら変わらない価値を
創造してきたのです。 

 これからもこの変わらない価値をロータ
リーは変わりながら高めていく必要がありま
す。佐藤RI理事が推進した世界ポリオデーに
よる公共イメージ向上、ポリオ根絶へのご寄
付とファンドレイジングを今後も第二地域ロー
タリー財団地域コーディネーター補佐として
ロータリーの価値の向上にも目を向け進めて
行きます。 

 ロータリーには力があり価値があります。
ポリオのない世界という次世代のこどもたち
へのギフトを見据えてロータリーのFuture 
Valueを最大化することはロータリー財団地域
コーディネーター補佐の大きな役割と認識し
ています。ロータリーの使命・ロータリー財団
の使命を実現するためにロータリーのFuture 
Valueのつくり方について楽しみながら向き合
い、第１・２・３地域で協力の上、さらには恒久基
金/大口寄付アドバイザー、ポリオ根絶コー
ディネーターとともにロータリー財団活動の
活性化を図る一助になればと考えています。
また、地域社会こそがロータリーのステーク
ホルダーですので、第二地域では9地区の地
区財団委員長ともミーティングを実施の上、
まだまだ伸びしろがあるポールハリス・ソサ
エティや遺贈について推進していきます。 

よろしくお願い申し上げます。 

寄付が世界にもたらす影響 

わずか60セントで、1人の子どもをポリオから
守ることができます。 

50ドルで、水を介する疾病から人びとを守る
ために安全な水を提供することができます。 

500ドルで、いじめ撲滅キャンペーンを立ち上
げ、子どもたちに安全な環境をつくることが
できます。 

 

行動計画 

 一世紀以上前、私たちは、人と人とのつなが
りを礎とする奉仕のリーダーシップという新し
いモデルの先駆けとなりました。今日、このつ
ながりは、世界に広がるネットワークとなって
文化間、言語間、世代間、地域間に橋を渡し、よ
り良い世界のビジョンを分かち合っています。
私たちは行動人として、このビジョンの実現に
は計画が必要であることを知っています。 

 2024年までのロータリーの行動計画は、「よ
り大きなインパクトをもたらす」、「参加者の基
盤を広げる」、「参加者の積極的なかかわりを
促す」、「適応力を高める」ことです。 







国際ロータリー 

第2640地区 ガバナー事務所  

 

〒640-8331  

和歌山市美園町3-34 けやきONE 301号室  

TEL（073）426-2640  

FAX（073）426-2660 

e-mail : mor imoto@rid2640g.com 

JR和歌山駅西口から徒歩7分  

阪和道、和歌山インターから約10分 

 

   ガバナー月信の表紙写真、活動の情報をお寄せください。 

 ガバナー月信は、地区と地区内クラブの情報交流を促進し、各クラブの運営、活動に
活かせてもらうため、情報収集に努めています。皆様のご協力をお願いします。 

 お寄せいただける活動情報は、文書面、 資料、写真をメールでガバナー事務所へご
送付ください。 また、毎号の表紙写真もご提供ください。 

 ガバナー月信は、国際ロータリー、地区、クラブの情報をとりまとめ、掲載情報の収集
等、紙面の充実に努めてまいります。 皆様のご協力をお願いします。   

地区IT・ガバナー月信委員会 


